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ももっち 

岡山県マスコット 

うらっち 

岡山県マスコット 

児童生徒の教室での頑張りを学力調査へ反映させるためにはどうすればよいか。  めあて 

ふりかえりプリント集 

Ａ問題で示された、必要とされる基礎的・基本的な力を

継続的な取組を通して確実に身に付けさせる。 

※ 学年を越えた復習を取り入れることを意識する。 

（例）本時の学習内容 

0.75×0.9 ＝ 
 

０．７５ 

× ０．９ 

 

復習として、 

０．７５ 

＋０．９  

を取り上げることで、末尾

揃えのミスを減らす。 

① 全国調査における解答類型を点検する。 

「どこにつまずいているのか」「どこに課題を抱えているの
か」など、つまずきの段階を把握する。 

② 解答類型を参考に正答に結び付ける手立てを考える。 

正答にするために不足している条件は何かを考え、実態に
応じた指導方針（授業の進め方、補充学習等）を決める。 

③ 授業時間内でＢ問題を活用する。 

本冊子を参考に、授業の中で児童生徒に、正答に必要な条件を
考えさせる。その後、「ふりかえりプリント集」「学習到達度 
確認テスト」などを活用し、理解度を確認する。 

実態に応じた 
指導方針の決定 

課題の把握 

授業で復習 

繰り返し演習 

理解度の確認 

「みんなで分かる」から「独りでもできる」への発展を目指して 

平成３１年度から実施される知識・活用一体型の全国学力・学習状況調査（以下

「全国調査」とする。）に向けて活用力をどう伸ばしていくか悩まれている先生も多

いのではないでしょうか。 

この「活用に関する問題の解説例」は、過去の全国調査問題から、先生方が活用

型の問題を解説する際のポイントを示すとともに、児童生徒が活用型の問題に取り

組む際の手順などの一例を示したものです。 

児童生徒一人一人がしっかりと課題解決力を身に付けることは、今後、社会に出

たときに求められる力を育成することであり、教室での豊かな学び合いにつながる

ものです。 

 「みんなで分かる」から「独りでもできる」への発展を目指して取り組んでいき

ましょう。 

 

 



- 2 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  活用型問題へのアプローチ 

文章を読みながら、大切な
ところに線を引かせ、理解
を図っている。 

問題文を読みながら、大切だと思わ
れる箇所に線を引くことができるよ
うに習慣付けましょう。 

STEP① 授業中に STEP② 調査時に 

授業で数時間かけて学習した「物語」や「説明文」を単元テストで確認する
ことも授業内容の定着を把握するためには必要ですが、児童生徒の定着状況の
全てを把握することはできません。 

そこで、「ふりかえりプリント集」や「学習到達度確認テスト」などを活用  
して、初見の文章でも児童生徒の到達度を確認しましょう。 

中央公園 

150m 

70m 

実際に計算に用いる長さを
書き込ませたり、補助線を
引かせたりしている。 

 

 

問題用紙に書き込んでも 

よいことを伝えましょう。 

「ふりかえりプリント集」等

を活用しながら、余白等に必

要な情報を書き込む習慣を

付けさせましょう。 

まずは、協同的な学びを大切に
し、全員で条件を確認して正答に
導きます。 

ＳＴＥＰ③ 

定着状況を確認し、 

課題克服へ導きます。 

普段の授業で指導している解き方
で、調査問題に取り組むよう、児童
生徒に意識付けます。 

学力調査の活用型問題には部分点はありません。必要な条件を全て満たして解答しなければ

正答になりませんが、多くの子どもたちは、知識を活用する以前に、問題に書かれている正答の

条件を読み取ることにつまずいています。 

協同的な学び合いとともに、「独りでも答えを正しく導き出す」学習活動が求められます。 

 

 

初見の問題で、児童生徒の到達度
を確認するとともに、課題の克服に
向けた対策に取り組みます。 

ＳＴＥＰ① 

授業の中で、解き方を 

解説します。 

ＳＴＥＰ② 

自分の力でＢ問題を 

解答させます。 

具体的には… 

STEP③ 到達度の確認時に 

問題用紙の余白等を活用し、必要
な情報を書き込んで、問題に取り
組むように習慣付けましょう。 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２６ 

国語Ｂ ２一 

付箋に書かれた内容を関係付けながら、最初に

もった疑問を捉える。 
７０．６％ ７１．９％ 

アプローチ１ 
教師が、児童の誤答を類型に従って分類し、どのような条件がいくつ 

必要なのかを検討する。 

アプローチ２ 

どのような条件がいくつ必要なのかを考えさせる。また、典型的な誤答

を例示し、正答の条件を確認しながら、その誤答が正答になるように  

全員で考えた後、もう一度問題に独りで取り組ませる。 

正
答
の
条
件 

① 

次
の
ａ
～
ｃ
の
う
ち
、「
ゾ
ウ
の
鼻
の
長
さ
」
の
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
問
を

一
つ
以
上
取
り
上
げ
て
、【
科
学
読
み
物
】
と
【
原
田
さ
ん
の
付
箋
】
の
語
句

を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。 

ａ 

「
（
ゾ
ウ
の
鼻
は
）
ど
う
し
て
長
い
の
か
。」
（
理
由
） 

ｂ 

「
（
ゾ
ウ
の
鼻
は
）
ど
の
よ
う
に
し
て
長
く
な
っ
た
の
か
。」
（
経
緯
） 

ｃ 

「
長
い
鼻
を
使
う
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
」（
役
目
） 

② 

15
字
以
上
、
40
字
以
内
で
書
い
て
い
る
。 

 

正
答
例 

・
ゾ
ウ
の
鼻
は
ど
う
し
て
長
い
の
か
、
ま
た
、
長
い
鼻

を
使
う
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
。（
40
字
） 

・
ゾ
ウ
の
鼻
は
ど
う
し
て
長
い
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
し
て
長
く
な
っ
た
の
か
。（
32
字
） 

・
ゾ
ウ
の
鼻
は
ど
の
よ
う
に
し
て
長
く
な
っ
た
の
か
、

ま
た
、
鼻
の
役
目
は
何
か
。（
31
字
） 

・
ゾ
ウ
の
鼻
が
長
い
理
由
と
鼻
の
役
目
は
何
か
。 

（
18
字
） 

・
ゾ
ウ
は
長
い
鼻
を
使
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
。（
27
字
） 

 

誤
答
例
２ 

   

・
カ
バ
や
ブ
タ
は
、
鼻
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
の
か
。 

（
20
字
） 

 

【
原
田
さ
ん
の
ふ
せ
ん
】
に
着
目
し
て
、
鼻
の
役
目
に
つ

い
て
書
け
て
い
ま
す
が
、
付
箋
④
の
内
容
を
基
に
書
い

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
ど
の
よ
う
に
書
き
直
せ
ば
よ

い
で
す
か
？ 

 誤
答
例
３ 

   

・
ゾ
ウ
の
長
い
鼻
は
、
に
お
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。（
25
字
） 

 

【
科
学
読
み
物
】
か
ら
、
に
お
い
に
着
目
し
て
書
け
て
い

ま
す
が
、
こ
の
疑
問
は
【
野
口
さ
ん
の
ふ
せ
ん
】
の
内
容

で
す
ね
。
ど
の
よ
う
に
書
き
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
？ 

 誤
答
例
１ 

   

・
ゾ
ウ
の
鼻
の
役
目
は
何
か
。（
11
字
） 

 

【
原
田
さ
ん
の
ふ
せ
ん
】
に
着
目
し
て
、
鼻
の
役
目
に
つ

い
て
書
け
て
い
ま
す
が
、
字
数
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
ね
。

ど
の
よ
う
に
書
き
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
？ 
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アプローチ３ 学習到達度確認テストを活用し、適用問題に挑戦させ定着度を確認する。 

大切にしたいこと 児童のつまずきを把握し、日々の授業の中で改善を図る。 

 

普段、授業で行っていることが、調査問題に取り組むときに生かされているか？ 

 本文を読みながら、大切なところ（問題文に関係するところ）に線を引く。 

 登場人物に○を付けたり、関係性を図で表したりする。 

 

初見の文章に対応できる力を付けているか？ 

 まず、問題文に目を通してから、目的に応じた読み方で本文を読む。 

 様々な文章に日々触れさせる。（コラムや短文の音読とともに教師による解説が効果的） 

 

書く活動の質的向上が図られているか？ 

 「何でもいいからとにかく書く」→「条件に沿って書く」「根拠や理由を書く」 

 系統的な指導を意識する。 

• 低中学年での視写を高学年での条件付き作文に発展させる。 

• 書く時間を、きちんと確保する。（連絡帳の活用など） 

 求められていることを過不足無く書けているかを確認する。 

• 教師が評価するだけでなく、児童自ら書いたことを確認する習慣を付ける。 

 何を足せば「正答」になるかを教師が解説し、誤答と正答の間を埋める。 

１の問題に個人で取り組ませ、グループで正解の確認を
します。 
※ 時間があれば、２、３にも取り組ませましょう。 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２１ 

算数Ｂ ３（１） 

与えられた条件を整理して、筋道を立てて  

考えることができる。 
３４．６％ ３９．８％ 

アプローチ１ 
問題を読むときには、「条件（分かっていること）」と「答え方（問われ

ていること）」に印を付けるなどして、解答に必要なことを整理する。 

アプローチ２ 問題用紙にも、問題の「条件」に合わせて印を付ける。 

 

 

 

＜条件１＞ 

・午前９時４０分に集合 

 

・乗るバスは９時４０分より後 

＜条件２＞ 

・港博物館までバスで２０分かかる 

・午前１０時２０分までに着く 

 

・乗るバスは午前１０時より前 

 

＜答え方＞ 

・バスの時刻は１つだけはなく、条件

に当てはまる時刻をすべて書く。 

＜条件１＞９時４０分より後 ＜条件２＞１０時より前 ＜答えに該当する時刻＞ 

 

類題 Ｈ２５ 算数Ｂ １（１） 

アプローチ１ 条件整理 

 
 

 

アプローチ２ 整理するための印を付ける 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ１９ 

算数Ｂ ５（３） 

条件を基に地図を観察して図形を見出し、面積

を比較して説明（記述）することができる。 
１４．４％ １７．９％ 

アプローチ１ 
問題を読むときには、「答え方（問われていること）」に対して、解く   

ために必要なことを順番に確認していく。 

アプローチ２ 言葉や式を使って説明するための書き方を身に付けさせる。 

＜手順１＞条件から図形の確認 

・中央公園→平行四辺形 

・東 公 園→長方形（正方形は×） 

＜手順２＞面積の求め方の確認 

・中央公園→底面(70m)×高さ（150m） 

・東 公 園→縦(100m)×横(110m) 

※中央公園の面積を求める時の高さ

を 160mにする誤答が多い。 

・乗るバスは午前１０時より前 
＜答え方＞ 

比べる量を求める必要がある。 

※「説明の仕方」の理解が必要。 

   

基 本 形 ①立式の理由→②数量を求める立式と答え→③解いた答えによる数量（単位必要） 

例 ①東公園の面積は ②100×110=11000 で ③11000m2になる。 

ポイント 問題に書かれた数量を利用して、求めるべき数量を順番に書いていく。 

＜模範解答例＞ ※求めるべき数量は、２つの公園の面積 

 

中央公園の面積は、70×150=10500 で、10500m2になる。 

東公園の面積は、100×110=11000 で、11000m2になる。 

だから、東公園の面積のほうが広い。 

 

「正答の条件」 

①正しい結論 

（東公園の面積のほうの広い） 

②２つの公園の面積を求める式 

③２つの公園の面積の値 

④面積に対応した公園の名称 
 

 

 

 

 

類題  
 

＜模範解答例＞※求めるべき数量は、それぞれの買い方の料金 

１枚券を１５枚買うと（１の買い方は）、 

100×15=1500 で、料金は 1500円です。 

11枚つづりの乗り物券を１つと１枚券を４枚買うと（２の買い方は）、 

1000＋100×4＝1400で、料金は 1400円です。 

乗り放題券を買うと（３の買い方は）、料金は 1500円です。 

それぞれの買い方の中では、1400円が一番安いので 

２の買い方が一番安くなります。 

  

面積を求める問題では、実際に計算に 
用いる長さを書き込ませることが有効！ 

【参考】２つの数量を求め、比較して説明する問題 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２６ 

算数Ｂ ４（２） 

リズムが繰り返されて重なる部分を、倍数の 

考え方を基に解釈し、数学的に表現（公倍数）

することができる。 

５７．１％ ６０．５％ 

アプローチ１ 
問題を読み、図で示された事象の規則性について、表などを使って整理

し、その規則性が倍数の考え方を基に説明できることを理解する。 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

けい子      ○イ       ○イ  

まさる    ○イ     ○イ     ○イ  

アプローチ２ 説明するとき、算数の用語を使って表現する。 

ポイント 問題にかかれている表現を、算数の用語に変える。 

（問題の表現） ６小節のリズムと４小節のリズムが重なるのが、「１２小節目」である。 

（算数の用語） ４と６の最小公倍数が、「１２」である。 

＜模範解答例＞ 

１２は、６と４の（最小）公倍数である。 

   主部      述部 

 

※問題が求めている正答の条件を正しく読み取る。 

→「１２」がどんな数であるのかを記述する必要がある。 

→公倍数という「用語」を使う必要がある。 

 

 

 

「正解となる表現の

例」 

◎ 公倍数 

○ 共通の倍数 

 

「誤答の例」 

・最大公約数 

 

③２つの公園の面積の

値 

④面積に対応した公園

の名称 

児童は、視覚的・感覚的・操作的な表現を用いることが多いため、そのような表現をした時

には、「算数として説明する場合は、どう表現するのがいいかな？」と問い返しましょう。 

算数の用語を用いて表現できるようにするためには、算数的活動などの授業で交わされる  

言葉を、教科書に載っている用語を用いて表現させることを意識することが大切です。 

 

？ 12 

12 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力）  実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２０ 

算数Ｂ 

５（２）（３） 

身長の変化を表す折れ線グラフと身長の

伸びを表す棒グラフを見て、グラフの特徴

を基に、説明することができる。 

（２） １８．５％ １９．４％ 

（３） ２５．６％ ２８．０％ 

アプローチ１ 
問題を読み、それぞれのグラフが、何について表しているのかを整理し、

二つのグラフの関係性を理解する。※特に「身長の伸び」を表す棒グラフについて 

 全体的に考察する  部分的に考察する（「身長の伸び」の棒グラフの意味を理解させるために） 

 部分的な観察の観点→変化の様子  変化が一定の場合 伸びが大きくなる場合 伸びが小さくなる場合 

「
身
長
」
を
表
す
折
れ
線
グ
ラ
フ 

     

「
身
長
の
伸
び
」
を
表
す
棒
グ
ラ
フ 

     

アプローチ２ ５（２） 二つのグラフを「身長の変化」という、同一観点で考察する。 

アプローチ３ ５（３） 「伸び」を観点として全体的に考察する。※アプローチ１を参考にする 

？ 
記述の方針 

折れ線グラフと棒グラフの両方における、「２年生から３年生」「３年生から４年生」

の変化について説明し、その違いから不一致であることを示す。 

＜模範解答例＞ ※グラフの特徴を読み取る 

折れ線グラフでは、２年生から３年生より、３年生から４年生の方が、 

線のかたむきが急になっているから、伸長の伸びが大きくなった。 

しかし（不一致を表す接続詞）、棒グラフ４では、２年生から３年生と、３年生

から４年生の、棒グラフの高さが同じだから、伸長の伸びは同じだった。 

 

考察の方針 「かたむき」と「伸び」をつなげて、 

グラフ全体の様子を見る。 

① はじめ、かたむきが変わらない。→伸びが一定である。 

② つぎに、かたむきが大きくなる。 →伸びが大きくなる。 

③ さいご、かたむきが小さくなる。 →伸びが小さくなる。 
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問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２１ 

国語Ｂ ２二 

本文の内容を適切に捉え、発光ダイオードの特徴

を箇条書きで三つ以上書く。 
６５．９％ ６６．４％ 

アプローチ１ 
教師が、生徒の誤答を類型に従って分類し、どのような条件がいくつ 

必要なのかを検討する。 

アプローチ２ 

「次世代の明かりとして注目されている」特徴を考えさせる。典型的な

誤答を例示し、正答の条件を確認しながら、その誤答が正答になるよう

に全員で考えた後、もう一度問題に独りで取り組ませる。 

正
答
の
条
件 

① 

文
章
【
Ａ
】
に
書
か
れ
て
い
る
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
が
「
次
世
代
の

明
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
る
、
２
段
落
か
ら

５
段
落
に
か
け
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
特
徴
を
四
つ
の
中
か
ら
適
切

に
選
び
出
し
て
い
る
。 

② 

箇
条
書
き
で
三
つ
以
上
書
い
て
い
る
。 

誤
答
例
１ 

   

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
点
と
消
費
電
力
が
少
な
い
こ
と

と
、
白
熱
電
球
に
比
べ
て
は
る
か
に
小
さ
い
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。 

 

「
次
世
代
の
明
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
」
点
は
、
き
ち

ん
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
条
件
２
で
、
箇
条

書
き
で
解
答
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
書

き
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
。 

 誤
答
例
２ 

    

・
ろ
う
そ
く
や
ラ
ン
プ
な
ど
も
必
要
が
無
く
な
っ
て
い
る
。 

・
交
通
安
全
に
役
立
つ
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

「
次
世
代
の
明
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
」
箇
所
を
適
切

に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
ね
。
文
章
か
ら
目
的
に

応
じ
て
情
報
を
取
り
出
す
に
当
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報

が
必
要
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
ぜ
、
次

世
代
の
明
か
り
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
特
徴
を
見

つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

誤
答
例
３ 

    

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い
。 

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
特
徴
は
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
し
か

し
、
言
葉
の
使
い
方
を
間
違
え
て
い
ま
す
。
電
力
等
の
消
費
を

節
約
す
る
こ
と
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
ね
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
の
意
味
に
な
り
ま
す
ね
。
ど
の
よ

う
に
書
き
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
。 

 正
答
例 

基
本
的
に
は
、
次
の
中
か
ら
三
つ
を
選
択
し
、
箇
条
書

き
で
解
答
す
る
。 

・
消
費
電
力
が
少
な
い 

・
小
さ
い 

・
寿
命
が
長
い 

・
カ
ラ
ー
発
光
す
る 
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アプローチ３ 学習到達度確認テストを活用し、適用問題に挑戦させ定着度を確認する。 

大切にしたいこと 
生徒のつまずきを把握し、日々の授業の中で改善を図るとともに、

根拠を明確にして自分の考えを書く活動を取り入れる。 

２の問題に個人で取り組ませ、グループで正解の確認を
します。難易度を上げたい場合は、字数制限を用いるこ
ともできます。 
※ 時間があれば、１、３にも取り組ませましょう。 

 

文章から目的に応じて情報を取り出す指導の充実を図る。 
 説明的な文章を読んで、文章から目的に応じて情報を取り出す際には、どのような情報が必要

なのかを明確にした上で、内容を整理しながら読むように指導する必要がある。そのために

は、それぞれの段落の役割を捉えさせたり、重要と思われる部分を列挙させたりすることが 

効果的である。その上で、取り出した情報が適切なものかを考えさせたり、同じような内容の

ものをまとめさせたりすることが大切である。 

 箇条書きの指導においては、簡潔にまとめることに加え、箇条書きにする必要性や利点

も理解させることが重要である。 
 

高校入試でも求められる、初見の文章に対応できる力を付ける。 
 まず、問題文に目を通してから、目的に応じた読み方で本文を読む。 

 様々な文章に日々触れさせる。（新聞のコラムの活用＋生徒同士の解説） 
 

書く活動の質的向上を図る。 

 「何でもいいから書く」→「条件に沿って書く」「根拠や理由を書く」 

 書く時間を、きちんと確保できるよう、学級担任と連携を図る。 

 求められていることを過不足無く書けているか、生徒自ら確認する習慣を付ける。 

 何を足せば「正答」になるかを教師が解説し、誤答と正答の間を埋める。 
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＜正答例＞（主部・対象） 「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる図形の性質は， 

（述部・性質） 対称軸をもつこと（線対称）である。 

※本設問は、不完全な記述が多く見られ、「左右が同じ形になっている。（視覚的説明）」「折ると  

ぴったり重なる。（操作的説明）」など、主部がなかったり、数学用語の不使用だったりと、数学

的な表現で説明することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

（解答の主部） （解答の述部） 

                  

＜正答例＞（主部・前提） ウェーブをする人数とウェーブをするのにかかる時間との間には 

（述部・結論） 比例（一次関数）の関係にある 

※本設問の場合、主部と述部を記述する必要がある。主部は「人数と時間」、述部は「２つの変数

の関係」である。２つの変数の関係は、「比例・反比例・一次関数」が既習事項である。  

① 事実・事柄の説明に関する問題 「○○（主部・前提）は、△△（述部・結論）である」 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２１ 

数学Ｂ １（２） 

「紋切り遊び」でできる模様だけにみられる 

図形の性質を説明することができる。 
４５．１％ ４６．２％ 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２６ 

数学Ｂ ３（２） 

事象を解決した結果（グラフ）を解釈し、２つの

数量関係を数学的に説明することができる。 
５４．５％ ６２．３％ 

  

授業での指導のポイント 

 問題をしっかり読み「何を答えなくてはいけないのか」を確認してから問題に取り組ませる。 

 問われている事において、「解答の仕方・記述(説明)の方法」を生徒に身に付けさせる。 

 

 

  

「事実・事柄」の説明は、「何が(主部)どうなる(述部)」など、結論を記述することが求められる。 

授業場面で考えると、事象を理想化・単純化して問題解決した結果の発表である。 
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＜正答例＞ 

傾きの読み取り （用いるもの）点Ａと点Ｂを結んだグラフから、（その用い方）その傾きを読み取る。 

点Ｂから点Ａまでのｙの増加量をｘの増加量で割る 

速さの計算方法 （用いるもの）点Ａと点Ｂを結んだグラフから、 

（その用い方）駅までの道のり 600m を、兄の進んだ時間４分で割る。 

※本設問の場合、用いるものは選んだ２点を書き、求める方法は、変化の割合（傾き・速さ）を

読み取ることや、実際に値を求める方法について書けばよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例＞ 

アを選択 （用いるもの）表から変化の割合を求め、       （その用い方）y が 8 のときの x の値を求める。 

イを選択 （用いるもの）中心角の大きさと半径の長さを表す式に （その用い方）y=8 を代入して x の値を求める。 

※本設問の場合、用いるものは選択肢をそのまま書き、求める方法は手順のみを書けばよい。  

② 方法・手順の説明に関する問題 「○○（用いるもの）を用いて、△△（用い方）する」 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２６ 

数学Ｂ ６（３） 

グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈し、 

問題解決の方法を数学的に説明することができる。 
２５．９％ ２９．９％ 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２７ 全国 

数学Ｂ ６（２） 

与えられた表や式を用いて、問題を解決する

方法を数学的に説明することができる。 
２６．８％ ３０．８％ 

「方法・手順」の説明は、「○○（用いるもの）を用いて、△△（用い方）する」など、答えを導くための 

アプローチを記述することが求められる。なお、立式や答えを求めることなどは、方法や手順が整理され

た後に行うことであるため、「方法・手順」の説明では、その記述は不要である。 

授業場面で考えると、答えを求めるために、どのように考えたか（思考過程）についての発表である。 

 

 

 

(表) 

(式) 

(図)※問題 
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＜正答例＞ 

根拠１ 平均値を用いることができない理由を示す 

→２回目の調査結果では、１学級だけ極端に少なく、平均値が下がっているので、 

根拠２ 平均値以外の代表値を用いることで理由を示す 

→最頻値は、２１．５個と変わらないから、 

→１回目も２回目も、中央値が含まれる階級は、２０個以上２３個以下と同じなので、 

根拠３ 分布の違い（階級の度数）から理由を示す 

→２４個以上２７個以下（落とし物の多い階級）の落とし物の個数は２回目の方が増えているから、 

 

成り立つ事柄 調査結果の１回目より２回目の方が状況が良くなっているとは言い切れない。  

③ 理由の説明に関する問題 「○○（根拠）であるから、△△（成り立つ事柄）である」 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２７ 

数学Ｂ ５（２） 

資料の傾向を適切に捉え、必要な情報を選択

し、根拠を数学的に説明することができる。 
２０．６％ ２３．３％ 

「理由」の説明は、「○○（根拠）であるから、△△（成り立つ事柄）である」など、示した根拠によって

成り立つ事柄が整合している記述が求められます。 

授業においても、問題を解決するに当たって、ある事柄が成り立つためには何を根拠とすべきかを 

きちんと理解させることが最も重要な場面となる。 

資料の傾向を適切に捉えさせるために

は、代表値をデータの分布とともに捉え

ることが大切です。 

例えば、分布の中に極端に離れた値が

ある場合には、平均値だけでは分布の 

特徴を的確に把握することができません。 

分布とその代表値をどう用いるかに 

よって、示したい事柄の根拠とできるの

かを学習させる必要があります。 

 

 

 

↓根拠として用いられる理由の例が書かれている 

このことを結論

としたいので、

成り立つ事柄

については、

問題が指定して

いることになる。 
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＜方針①＞ ３×（中央の整数）になる    ＜方針②＞ ３で割ったら中央の整数になる 

n + ( n + 1 ) + ( n + 2 )               n + ( n + 1 ) + ( n + 2 ) 

= 3n + 3                             = 3n + 3 ←結論を示す式 

= 3 ( n + 1 ) ←結論を示す式                3n + 3 を 3 で割ると 

( 3n + 3 )÷3 = n + 1 

（根拠）n + 1 は中央の整数だから             （根拠）n + 1 は中央の整数だから 

（成り立つ事柄）3 ( n + 1 ) は中央の整数の 3倍である。    （成り立つ事柄）3n + 3 は中央の整数の 3倍である 

 

 

（類題）連続する３つの整数の和は、３の倍数になるという予想が正しいことを説明する問題の場合 

 

＜方針①＞ ３×（中央の整数）になる    ＜方針②＞ ３で割ったら中央の整数になる 

n + ( n + 1 ) + ( n + 2 )                n + ( n + 1 ) + ( n + 2 ) 

= 3n + 3                        = 3n + 3 ←結論を示す式 

= 3 ( n + 1 ) ←結論を示す式         

（根拠）3n , 3は、3の倍数なので 

（根拠）n + 1 は整数だから                      3の倍数の和は 3の倍数だから 

（結論）3 ( n + 1 ) は 3の倍数である。           （結論）3n + 3 は 3の倍数である 

 

 

 

 

 
 

問題番号 指導のねらい（身に付けさせたい力） 実施時の県平均 実施時の全国平均 

Ｈ２７ 全国 

数学Ｂ ２（２） 

連続する３つの整数の和が中央の整数の３倍

になることを説明することができる。 
３９．４％ ４３．１％ 

教員が各設問に合わせた解答の仕方を理解しましょう。 

調査問題を授業で取り扱う場合、それぞれの設問に対する「解答の仕方」を理解させることが大切

です。その解答の仕方は、上記①～③に示した３つのパターンに即しており、生徒に身に付けさせたい

学力と関係があります。そのためには教師が、解答の仕方を理解しておく必要があります。 

この問題場面の解決手順における 

意識したい「証明」の意味理解について 

① 事象を帰納的に考察し、いつでも成り立つ

事柄を予想する。どの数で成り立っても  

証明したことにはならない。 

② 成り立つ事柄については、演繹的に証明

する必要がある。 


